
畑野町の人口（3 月 1 日調べ） 

人 口 1745 人  男 884 人 
                女 861 人 

世帯数  959 世帯 
はたの 
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令
和
５
年
度
の
始
ま
り
に
あ
た
っ
て 

畑
野
の
里
山
に
も
コ
ブ
シ
の
花
と
と
も
に
若
芽
が
吹

き
出
し
、
爽
や
か
な
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
を
迎
え

ま
し
た
。 

年
度
始
め
に
あ
た
る
四
月
は
、
進
学
や
就
職
で
希
望
と

期
待
に
満
ち
、
人
の
動
き
が
盛
ん
と
な
る
時
期
で
す
。 

自
治
会
も
新
た
な
役
員
体
制
の
も
と
、「
と
も
に
支
え

合
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
畑
野
町
」
を
目
指
し
て
、
運
営
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
も
、
マ
ス
ク
着
用
の
緩
和

に
続
い
て
、
来
月
か
ら
は
五
類
感
染
症
の
取
り
扱
い
に

代
わ
り
、
自
治
会
活
動
に
あ
っ
て
も
従
前
の
姿
に
戻
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。 

特
に
本
年
度
は
、
一
四
〇
年
の

歴
史
を
持
つ
「
畑
野
小
学
校
」
の
最
後
の
年
度
と
な
り

ま
す
。
畑
野
小
学
校
で
学
ぶ
児
童
た
ち
に
と
っ
て
、
良

き
想
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
く
よ
う
に
、
ま
た
新
た
な

育
親
学
園
へ
の
移
行
が
不
安
な
く
進
む
よ
う
自
治
会
も

応
援
し
て
い
く
こ
こ
と
な
り
ま
す
。 

住
民
の
皆
さ
ま
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
た
く
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
 
 
 
 
 
 
 

(

五
年
度 

役
職
員
一
同
） 

ご
あ
い
さ
つ 

自
治
会
の
役
員
は
、
三
役
が
交
代
し
て 

新
た
な
体
制

で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
ス
タ
イ
ル
や
考
え
が
大
き
く
変
わ

り
、
地
域
の
課
題
も
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 

家
庭
ご
み
の
収
集
日
・
分
別
区
分
が
変
わ
り
ま
し
た 

 

四
月
か
ら
、
家
庭
ご
み
の
分
別
区
分
が
一
部
拡
大
さ
れ

る
の
と
あ
わ
せ
て
、
収
集
日
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

◆
分
別
区
分
の
拡
大 

毎
日
の
生
活
か
ら
出
て
く
る
ご
み
の
中
に
は
、
ま
だ
ま

だ
資
源
化
で
き
る
ご
み
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

「
生
ご
み
等
の
燃
や
す
し
か
方
法
が
な
い
ご
み
」
と
「
ガ

ラ
ス･

陶
器
類
等
の
埋
め
立
て
る
し
か
方
法
が
な
い
ご

み
」
以
外
は
、
極
力
資
源
化
ご
み
と
し
て
分
別
す
る
こ

と
で
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
し
て
、
新
た

に
「
紙
類
」
、「
草･

木
類
」
と
「
小
型
金
属
類
」
の
分
別

区
分
が
増
え
て
い
ま
す
。 

◆
新
た
な
収
集
日 

 

分
別
区
分
の
拡
大
で
、
収
集
日
に
あ
っ
て
も
少
し
変
更

が
あ
り
ま
す
。 

〇
燃
や
す
し
か
な
い
ゴ
ミ 

＝
毎
週
（
火･

金
） 

〇
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク 

 
 
 

＝
毎
週
（
水
） 

〇
埋
め
立
て
る
し
か
な
い
ゴ
ミ
＝
第
二･

第
四
（
水
） 

〇
乾
電
池
・
ラ
イ
タ
ー 

 

＝
第
二･

第
四
（
水
） 

〇
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

 
 
 

＝
第
二･

第
四
（
火
） 

〇
空
き
缶
・
空
き
瓶  

 

＝
第
二･

第
四
（
金
） 

〇
小
型
金
属
類
（
追
加
） 

＝
第
二･

第
四
（
金
） 

〇
紙
類
（
追
加
） 

 
 
 

＝
第
四
（
木
） 

〇
草
・
木
（
追
加
） 

 
 

＝
第
二
（
木
） 

 

※
こ
れ
ま
で
ご
み
袋
は
、
こ
れ
か
ら
も
使
え
ま
す 

※
自
治
会
で
行
っ
て
い
ま
す
「
新
聞
」「
雑
誌
」「
段
ボ

ー
ル
」「
布
類
」
の
集
団
回
収
に
お
い
て
は
、
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。（
第
二
火
曜
日
・
第
四
日
曜
日
） 

※
集
団
回
収
に
あ
っ
て
は
、
市
か
ら
の
助
成
金
制
度
が

あ
っ
て
、
自
治
会
の
貴
重
な
財
源
に
も
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
し
ま
す 

※
各
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
ご
み
を
出

す
時
間
帯
や
置
き
場
所
等
の
ル
ー
ル
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施 

 

新
年
度
に
な
り
、
歩
行
中
の
交
通
事
故
が
増
加
す
る

時
期
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
を
図
る

こ
と
を
重
点
に
し
て
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。（
運
動
期
間 

五
月
十
一
日
～
二
十
日
） 

【
運
動
の
重
点
事
項
】 

①
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保 

・
歩
行
者
も
交
通
リ
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！ 

・
通
学
路
等
の
安
全
を
確
か
め
よ
う
！ 

②
歩
行
者
事
故
の
防
止
と
安
全
運
転
意
識
の
向
上 

・
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
！ 

・
あ
お
り
運
転
は
や
め
よ
う
！ 

③
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
順
守 

・
自
転
車
利
用
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
！ 

・
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
！ 

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
が
緩
和
さ
れ
ま
す 

連
休
明
け
の
五
月
八
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（C

O
V
ID
-
1
9

）
が
、
感
染
症
法
上
の
「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」
に
該
当
し
な
い
も
の
と
し
、

「
五
類
感
染
症
」
に
位
置
づ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
感
染
し
た
と
思
わ
れ
る
時
に
は
、
限
ら
れ
た

医
療
機
関
で
の
診
療
で
し
た
が
、
幅
広
い
医
療
機
関
で

の
自
律
的
な
通
常
の
応
に
戻
り
ま
す
。 

ま
た
、
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
も
、
三
月
か
ら
、
個

人
の
主
体
的
な
選
択
を
尊
重
し
、
着
用
は
個
人
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
人
の
意
思
に
反
し
て
マ
ス

ク
の
着
脱
を
強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
個
人
の
主
体

的
な
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
ご
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。 

今
後
の
行
事
予
定 

四
月
十
七
日
（
月
）
狂
犬
病
予
防
定
期
集
合
注
射 

四
月
二
二
日
（
土
）
自
治
会
役
員 

新
旧
合
同
委
員
会 

四
月
二
九
日
（
土
）
～
五
月
七
日
（
日
） 

自
治
会
事
務
所
の
休
み 

五
月 

三
日
（
祝
）
亀
岡
光
秀
ま
つ
り 

 

会長 堀田 稔 

 

副会長 野田行弘 

副会長 石野一哉 


